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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用の改善など、緩やかな景気回復基調が続

く中、個人消費の弱さや為替の動向には先行き不透明感を残す状況となりました。

二輪車業界では、バイクシーズンの始まりに合わせて例年３月末に開催されるモーターサイクルショーが大

阪、東京共に過去最高の来場者数を記録するなど、業界の活性化の兆しが見られました。

当社グループにおいては、本格的なバイクシーズン前の第1四半期は費用が先行し、売上高、利益は低くなる

特性があります。国内拠点卸売事業では売上高は消費税増税前の駆け込み需要のあった前年を下回ったものの、

予算はクリアし比較的順調な滑り出しとなりました。小売事業では前年に進めた在庫や経費の削減により利益

率は向上しましたが、売上高が前年を大きく下回りました。

この結果、当第1四半期連結累計期間の連結売上高は11億73百万円（前年同四半期比9.0％減）、営業損失は１

百万円（前年同四半期は営業利益21百万円）、経常損失は４百万円（前年同四半期は経常利益18百万円）、四半

期純損失は６百万円（前年同四半期は四半期純利益10百万円）となりました。

[国内拠点卸売事業]

国内拠点卸売事業においては、前年の消費税増税前の駆け込み需要と比較すると売上高等は減少となったも

のの、比較的安定した天候や原油安など追い風要因もあり、売上高が順調に推移したことと、懸念していた円

安による仕入価格の上昇も、年初からやや円高方向に進んだことにより、利益率も確保できたことで、売上高

は８億18百万円（前年同四半期比3.1％減）、セグメント利益は35百万円（前年同四半期比3.8％減）となりまし

た。

[アジア拠点卸売事業]

現地卸商への出荷増、また新商品の投入などにより、売上高は42百万円（前年同四半期比20.5％増）となり

ましたが、利益面では新商品立ち上げや、人員の増員等による販管費の増加もあり、セグメント損失は0.8百万

円（前年同四半期はセグメント損失0.9百万円）となりました。

[小売事業]

小売事業においては、仕入や各種経費の見直し等により利益率の改善が進みましたが、消費税増税前の駆け

込み需要のあった前年同期四半期に比べると、売上高が大きく減少したこともあり、売上高は３億23百万円

（前年同四半期比23.5％減）、セグメント損失は38百万円（前年同四半期はセグメント損失15百万円）となりま

した。

[その他]

太陽光発電事業は本社屋上設置の300kWと、本社敷地内地上設置の500kWシステムの合計800kWであります。当

第１四半期は天候が比較的良く、日照が多かったため、売上高は10百万円（前年同四半期比16.9％増）、セグメ

ント利益は減価償却費の減少があり２百万円（前年同四半期比218.6％増）となりました。
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